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（注１） 「平日バックアップ相談」は 2011年6月20日からスタート。

（注２）「 お昼の消費生活相談」は2013年7月29日からスタート。

（注３）「休日相談」（ 「土日祝日相談」（平成２６年度までの名称））は 2010年1月16日からスタート、2009年度～2012年度は20回線、2013年度～2014年5月は16

回線、2014年6月からは12回線。

（注４） 消費者からの相談を直接受け付ける「直接相談」は、2010年度末で廃止。

（注５） 特設相談電話(110番)。( ）内は「直接相談」に含まれる件数。高齢者：高齢者110番、震災：震災関連悪質商法110番（2011年3月27日～ 7月29日まで。被

災地以外の相談も含む）、出会い系：悪質出会い系サイト被害110番、美容医療：美容医療契約トラブル110番、金儲け： 金儲けソフトトラブル110番、ネット

回線：ネット回線勧誘トラブル110番、キャッシュレス：キャッシュレスでの買い物トラブル110番。

（注６） 国民からの個人情報相談の直接受付は、2010年度末で廃止。2011～2014年度の件数は経由相談で受け付けた件数（問合せも含む）。

（注７） 件数は受信件数（ 「消費者トラブルメール箱」へのアクセス数 ： 293,012件、ＦＡＱトップページアクセス数 ： 190,438件 （いずれも2014年度））。 4

２．相談業務の実績

件 数 （年度）

2010 2011 2012 2013 2014

経由相談 5,939 6,344 5,918 7,233 7,687

平日ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ相談（注１） － 1,346 3,512 3,375 3,150

お昼の消費生活相談（注２） － － － 2,080 3,072

休日相談（注３） 9,028 8,182 9,177 7,636 7,553

(直接相談)（注４） 7,239 － － － －

各種110番（注５）
震災：（227）

高齢者：（89）

震災：1,603

高齢者：8

出会い系：63

美容医療：128

金儲け：12

高齢者：8

ネット回線：114

高齢者：57

キャッシュレス：67

高齢者：5１

個人情報相談（注６） 1,028 213 177 130 117

(合計) 23,550 17,887 18,804 20,625 21,697

消費者ﾄﾗﾌﾞﾙﾒｰﾙ箱（注７） 15,431 12,762 13,503 15,058 13,721



消費者基本法第二十五条 (国民生活センターの役割）

独立行政法人国民生活センターは、国及び地方公共団体の関係機関、消費者団
体等と連携し、国民の生活に関する情報の収集及び提供、事業者と消費者との間
に生じた苦情の処理のあっせん及び当該苦情に係る相談、（略)等における中核
的な機関として積極的な役割を果たすものとする。

独立行政法人国民生活センター法第三条（センターの目的）

独立行政法人国民生活センターは、国民生活の安定及び向上に寄与するため、総
合的見地から、国民生活に関する情報の提供及び調査研究を行うとともに、重要消
費者紛争について法による解決のための手続きを実施することを目的とする。
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３．国民生活センターの相談業務について




